
一般会計予算額

392 億600 万円
（前年度比28億6,400万円、７．9％増）

令和8年度の施策では、新たに策定された「子どもの権利条例」を中心に、子育て施

策の充実を図ります。刑法犯認知件数が都内区市の中で一番少ない狛江市を強固にす

るため、防犯対策を推進します。公共施設の更新では、新たにオープンする「新図書館」

は環境に配慮した設計となっていることや「市民総合体育館」の大規模改修は、災害対

応工事も実施するなど、複合的な役割を担う、公共施設の整備に取り組みます。

■子どもがのびのびと育つまち 事業費３億 2,866 万円

◆狛江市子どもの権利条例（令和８年４月１日施行）（前文より抜粋）

～子どもを信頼してバトンを渡してくれる大人でいてくだい。私たちの声にも耳を傾けてください。

大人や他の子と比べることなく一人ひとりの子どもである『私』を見て尊重して欲しいです。

良いところや頑張っているところを見つけて褒めてくれること、好きなことを応援してくれることが

私たちを元気付けます。～

【条例の周知・啓発】 ６６３万円

☞子どもの目線でも分かりやすい動画を作成するワークショップの開催や、子どもの居場所等への

アウトリーチによる条例の普及啓発イベント等を実施

☞子どもたちに人権尊重の精神と自由に意見を表明する権利を理解してもらうため、「こどもたちか

らの人権メッセージ発表会」を実施

◆中高生の「～したい」を実現するティーンズルーム 1,161 万円

◆妊娠前後・出産期から子育て期の各ステージを切れ目なく支援します。

☞不妊治療費等の経済的負担を軽減 １５０万円

☞市内の産後ケア施設の充実とアウトリーチの実施 1,479万円

☞産婦健康診査・乳幼児健康診査の充実 ６４７万円

☞妊婦や乳幼児親子が気軽に集い相談できる場所「出張ひろば」 を実施 113万円

☞病児保育室改修費の支援 1,054万円

☞待機児対策（保育所等整備・学童の民営化等・弾力的な受入児童数の拡大） 2億7,599万円

[予算書 ：P142 子ども・若者・子育て会議関係費（子ども若者政策課）、P62人権尊重推進関係費（政策

室）、P172 母子保健事業関係費（子ども家庭課）、P103 多世代・多機能型交流拠点運営費（福祉政策

課）、P153病児・病後児保育（子ども若者政策課）、P148保育所等児童運営費（児童育成課）、P160小

学生クラブ（児童育成課）

■安心して暮らせる安全なまち 事業費３億6,468 万円

◆防犯対策を更に強化し、刑法犯認知件数を減少

【特殊詐欺対策】 45万円

☞ 被害防止に向け、啓発チラシを作成し全戸配布

☞ 市内デザイナーと協力して通帳ケース等を作成し、高齢者を中心に配布

◆地域防災力の強化 1,192万円

☞ 災害時相互応援協定を締結している茅野市と消防団合同訓練の実施

☞ 地区消防隊に配備された可搬ポンプ及び専用積載車の更新

◆下水道事業【浸水対策・管渠老朽化対策・管渠耐震化】 ３億 5,231万円

☞ 令和元年東日本台風による浸水被害の再度災害防止

☞ 総合地震対策計画に基づく、下水道管渠の対策工事

及び耐震診断

☞ 埼玉県八潮市の大規模な陥没事故を受けて行った

管渠特別重点調査結果に基づく対策

[予算書 ：P71生活安全対策関係費（安心安全課）、P229分

団関係費（安心安全課）、P233 消防施設維持管理費（安心

安全課）、下水道事業会計（下水道課）]

■持続可能な自治体経営（公共施設） 事業費２５億 2,451 万円

◆市民の皆様の学びや暮らしを彩り、狛江の実りを未来につなぐ新図書館がオープンします。

【新図書館整備関係費】 11億 7,933万円

☞著名作家による講演会などの記念イベントを実施

☞IC予約棚等の IC対応機器を導入

【市民総合体育館大規模改修事業】 13億４６０万円

☞老朽対策工事・バリアフリー対応工事・災害対策工事等

【（仮称）西和泉スポーツ施設関係費】 4,058万円

☞基本設計・実施設計・解体設計

[予算書 ：P306中央図書館運営費（図書館）、P311 新図書

館整備関係費（図書館）、P317市民総合体育館大規模改修事

業（施設課）、Ｐ317（仮称）西和泉スポーツ施設関係費（施設

課）]
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